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在留外国人の状況
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１ 外国人住民数の推移

（出典）千葉市住民基本台帳
各年3月末
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２ 国籍別・区別

（出典）千葉市住民基本台帳

国・地域別の割合（令和８年3月末） 区別の外国人住民数・割合（令和８年3月末）
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３ 在留資格別

在留資格別の割合（令和８年3月末）

（出典）千葉市住民基本台帳

2,817

1,554

1,5622,018
1,426

1,112
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４ 町丁別

（出典）千葉市住民基本台帳（令和８年3月末）

■外国人住民数が多い町丁 １０位

■外国人割合が高い町丁 １０位

⚫ 外国人住民数と外国人
割合を見ると、
幸町２丁目、高浜1丁目、
高洲2丁目は外国人
集住地区といえる。

⚫ 上泉町は、中国籍が85
人。技人国、特定技能1
号が約50%、その他家
族滞在、技能実習等。

⚫ 祐光２・３丁目、西都賀
３丁目の外国人割合が
高いのは、日本語学校
が立地しているため。

住所 外国人住民数 合計人数 割合 前年度 増加数 増加率

第１位 幸町２丁目 1,758 10,972 16.02% 1,527 231 15.1%

第２位 花見川（１）～（９） 1,673 11,321 14.78% 1,425 248 17.4%

第３位 高洲２丁目 1,484 8,585 17.29% 1,316 168 12.8%

第４位 高浜１丁目 991 4,334 22.87% 1,040 △ 49 -4.7%

第５位 高洲３丁目 677 9,380 7.22% 628 49 7.8%

第６位 若葉３丁目 585 7,357 7.95% 510 75 14.7%

第７位 園生町 582 20,889 2.79% 565 17 3.0%

第８位 高洲４丁目 510 4,704 10.84% 473 37 7.8%

第９位 千種町 471 5,698 8.27% 495 △ 24 -4.8%

第１０位 若松町 459 14,439 3.18% 388 71 18.3%

住所 外国人住民数 合計人数 割合 前年度 増加数 増加率

第１位 上泉町 105 302 34.77% 89 16 18.0%

第２位 祐光２丁目 323 1,409 22.92% 336 △ 13 -3.9%

第３位 高浜１丁目 991 4,334 22.87% 1,040 △ 49 -4.7%

第４位 西都賀３丁目 251 1,212 20.71% 218 33 15.1%

第５位 川井町 55 289 19.03% 46 9 19.6%

第６位 祐光３丁目 65 361 18.01% 70 △ 5 -7.1%

第７位 栄町 73 412 17.72% 77 △ 4 -5.2%

第８位 高洲２丁目 1,484 8,585 17.29% 1,316 168 12.8%

第９位 幸町２丁目 1,758 10,972 16.02% 1,527 231 15.1%

第１０位 末広４丁目 183 1,144 16.00% 162 21 13.0%
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外国人住民が毎年1万人以上転入

５ 千葉市の課題（転入者数の増加）

年別 転入 転出 増減

R7(2025)年度 13,430 △ 8,582 4,848

R6(2024)年度 12,358 △ 7,333 5,025

R5(2023)年度 10,691 △ 5,331 5,360

R4(2022)年度 9,684 △ 6,264 3,420

R3(2021)年度 5,327 △ 4,960 367

R2(2020)年度 5,943 △ 4,861 1,082

R元(2019)年度 9,027 △ 6,021 3,006

●ごみ、騒音などのトラブルが常態化

→日本人住民の不満が増大、外国人排除意識の顕在化

   →現場職員の疲弊（対応の限界）

千葉市の外国籍住民の転入・転出の推移

このままにしておくと…

転入時点では、地域特有の生活ルール
（ごみ出し、災害対応等）を十分に
理解していない。

初期接点（転入手続、住宅
契約、就労、入学時など）

で千葉市で生活する基本
ルールを教える必要がある

本市の転入者数は、2020年度の5,943人から、2025年度には

13,430人へ、約2.3倍に増加しています。
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一元的相談窓口の設置、同行支援
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千葉市国際交流プラザ
（千葉市国際交流協会に運営委託）

場 所

相談方法

多文化共生コンシェルジュ１人
外国語相談員９人
（英2人、中3人、韓1人、スペイン1人、

ベトナム1人、ウクライナ1人）

相 談
体 制

対面、電話、メール、LINE等

○外国人法律相談
千葉県弁護士会の協力により、
無料法律相談を実施。

   ※Ｒ7年度：24回実施

その他

外国人総合相談窓口について１



9

令和７年度 外国人生活相談件数 合計2,071件

相談言語 相談経路

外国人総合相談窓口の相談件数（相談言語・相談経路）１
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令和７年度 外国人生活相談件数 合計2,071件

相談件数内訳

外国人総合相談窓口の相談件数（内容の内訳）１
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外国人総合相談窓口（同行支援の流れ）１

相談者本人の同意を得た上で、適切な関係機関・窓口へつなぎ、その対応結果を踏まえて次の支援へと引き継ぐ。
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外国人総合相談窓口（同行支援：外国人相談員の課題）１
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コミュニティ通訳・翻訳サポーター制度、
外国人留学生交流員
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コミュニティ通訳・翻訳サポーター制度２
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コミュニティ通訳・翻訳サポーター制度２

○人材確保・育成の裾野拡大
○謝礼額の見直し
○広報の継続的強化

今後の課題
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〇高い語学レベル：CFER B2以上
（母語話者と緊張しないで普通にやりとりできる。幅広い話題について
明確で詳細な文章をつくることができる。）

〇高いコミュニケーション能力
○協会指定講座の受講

無料 ※派遣費を予算化（市費のみ）
（R8年度予算 1,433千円）

資格
要件

活動
対象

公的・非営利組織が実施する事業のうち、より公共性の高いものが活動対象
①行政手続き（各区役所・保健福祉センター、年金事務所等での手続き）
②子育て・税金（子育て相談、保育所等の入所手続き、住民税・所得税の申告など）
③児童・生徒の教育（入学手続き、保護者面談、進路相談など）
④健康福祉（介護・高齢者施設での手続き、要介護認定の申請・審査など）
⑤医療（病院・薬局の診療、予防接種の説明など）
⑥町内自治会などの活動（会議、イベント、自治会ルール説明など）

費用

コミュニティ通訳・翻訳サポーター制度２

国際交流協会に
よる審査・認定

（３年ごとに更新）

依頼者
日本語でのコミュニケーションが難しい方（千葉市在住・在勤・在学の個人）
行政、町内自治会、医療・福祉機関、NPOなどの公的団体・機関

【謝礼】通訳 （対面）：2,000円/件（交通費1,500円＋謝礼500円）
（オンライン)：1,500円/件（通信費1,000円＋謝礼500円）

翻訳 3,000円/件（1件 A4 2枚）
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コミュニティ通訳・翻訳サポーター制度２

認定者数

区分 件数 人数 うち外国出身者 言語数

通訳 2５８件 ２３２人 ８７人 ２９言語

翻訳 ２３８件 ２１７人 ７２人 ２６言語

※令和７年度末時点

活動実績

分野 活動件数 内容

医療 ５４件 小児科、婦人科、整形外科等の受診・検診等

教育 ４５件 小中学校・高校での入学説明会、進路相談、三者面談等

行政 ３４件 住宅入居説明、児童相談所面談、窓口手続等

健康福祉 ２７件 療育センター、保健福祉センター等の手続き、面談等

子育て ２１件 入園手続、保育所説明会、児童扶養手当申請等

各種相談 ９件 法律相談、住まい相談等

税金 ２件 確定申告手続、引っ越しに伴う所得税申告手続等

総活動件数 287件（通訳192件、翻訳95件）

通
訳

翻
訳 行政４２件、子育て１８件、健康福祉１４件、教育１３件、医療８件
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市内の大学・大学院に通う本市在住留学生４名を「千葉市外国人留学生交流員」に任命し、国際交流事業や
日本人市民との交流、地域活動等への参加を通じて相互理解と多文化共生社会の実現に寄与する留学生
社会のキーパーソンとして育成するとともに、学業の充実を目的として奨学金を支給する制度。

以下の要件を全て満たしている者とする。
(１) 「留学」の在留資格を有する者
(２) 応募年度の4月から翌年の3月まで、千葉市内の大学等に私費で在籍しようとする者
(３) 千葉市を住居地とした在留カードを交付されている者
(４) 大学等の推薦が受けられる者
(５) 地域における国際交流に関心があり、市または協会事業に協力できる者
(６) 日本語での読み書き及び会話ができる者

活動助成金 年額：60,000円 ※支給方法：年2回（9月・3月 各30,000円）

資格
要件

活動
内容

（1）地域行事への参加
     町内自治会行事への参加、地域住民との交流等
（2）警察・千葉市・協会等主催行事への参加

交通安全・防犯活動、各種国際交流イベント、学校・地域行事での交流等

活動
助成

外国人留学生交流員制度３

千葉大学（中国）、神田外語大学（ミャンマー）、敬愛大学（ベトナム）、東京情報大学（ミャンマー）R8年度
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外国人留学生交流員３

ミャンマーでは警察には良い印象が無い。日本に
来た当初も警察は怖い存在だったが、警察との

防犯活動を通じて、印象が大きく変わった。また、
パトロール活動を通じて、自分自身も地域社会

の一員であるという意識が強まった。

これまで学校やアルバイト先などで多く日本人
と接してきたが、日本人はまじめで仕事に厳し
いという印象があった。夏祭りでは、みんな笑
顔で楽しみ、心から祭りを満喫している姿を見

て、日本人の親しみやすさを強く感じた。

タイでは防災訓練が無いため、もっと知識を学ぶ必要が
あると感じた。みんながお互いに助け合い、その知識を
若い世代に伝えようとしているので、安心感を持った。

日本語交流会に参加して、言語が完璧でなくても、伝
えたいという気持ちと努力が大切だと改めて感じた。
また、単に日本語を学ぶだけでなく、他国の文化を

理解し、異文化を尊重することも必要。

交流員の感想（抜粋）
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参考資料
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【参考】外国人との共生社会実現に向けたアクションプラン

全ての市民が、安全・安心に暮らし、それぞれの個性や能力を
活かして活躍できる社会の実現

基本理念

外国人住民が日本の生活習慣
や地域のルールを理解し、

日本の生活に馴染む

生活に必要な情報を
入手でき、安全・安心に
生活することができる

千葉市に愛着を持ち、
地域で自発的に活躍する

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３

重点施策

【目標１】外国人住民の地域社会
への適応促進

【目標２】誰もが暮らしやすい
環境の整備

【目標３】外国人との共生を支える
人材や組織の発掘・育成

【目標４】共に支え合う意識の醸成
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【参考】外国人との共生社会実現に向けたアクションプラン

方向性Ⅰ 全ての市民が、誰一人取り残されることなく、安全・安心に暮らせる社会の実現

基本目標１ 外国人住民の地域社会への
適応促進 重点施策

・初期日本語学習機会の提供
・生活オリエンテーション等の実施
・転入者向け案内リーフレットの配布

主な施策

・外国人市民への効果的な情報発信
・外国人総合相談窓口の充実

・未就学期、小～高校生年代、就労等に応じた取組み
（プレクラス、進路ガイダンス等）

・災害時及び災害発生後の対応の充実
・防災啓発の推進

日本語習得とコミュニケーションの促進分野１

情報発信と相談体制の充実分野２

ライフステージ・ライフサイクルに応じた
取組み分野３

防災、交通安全、防犯の推進分野４

基本目標２ 誰もが暮らしやすい環境の整備

・地域日本語教育の推進 ・円滑なコミュニケーション手段の普及
・コミュニティ通訳・翻訳サポーター制度等

方向性Ⅱ 文化的背景の違いを互いに理解し、誰もがいきいきと活躍できる社会の実現

基本目標３ 外国人との共生を支える人材や
組織の発掘・育成

基本目標４ 共に支え合う意識の醸成

・外国人との共生社会実現に向けた連絡会議の開催
・担い手の育成や活用 等

・外国人市民も参画する交流イベントの開催 ・国際交流の推進
・地域活動への外国人市民の参加促進 ・フェアトレードの推進
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